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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・10月以降に満足度調査実施予定です。書式・プログラムの見直しをします。

・11/19（水）　実地指導、12/18（木）立ち入り検査の連絡があります。
　書類チェックの担当を決め準備作業を行っていく予定です。
· 東北メディカル学院の地域実習は10/29（水）の1名のみとなる。
· 現在の通所利用者の週間スケジュールの入力・修正を11/7（金）までにお願いします。

· インフルエンザの予防接種について～職員は11月10日、11日　15時～16時、青南病院4階ユーテリティで実施予定。接種予定は10日に3人、11日に2人の予定とします。
· 個人情報委員会・虐待防止対策委員会から個人へ調査等のメールが来ていますので、各自確認し期限を守り対応して下さい。
· プログラムカレンダーの入力10/29(水)まで。テキストの作成すすめて下さい。
· 人事考課表を11月3日までに提出。それ以降で面談を実施します。
＜利用者様情報＞
デイケア

・河村　哲久様～日曜から本日の朝にかけて3件メール連絡あり、内容は担当職員を特定女性スタッフに変更しろとの事。変更しない場合は青陽館を辞めて、くりみの里を利用する等、自己中心的でやや攻撃的な文面が綴られている。訪問看護五福にも同内容で連絡している。本日同内容で電話あり、今週外来受診があるとの事で主治医に相談するとの事、その後青陽館を利用し担当スタッフと特定女性スタッフと面談をしたいと希望が聞かれている。その後も電話があり対応。先週来所時に特定女性スタッフと話したかったのであれば自分から声をかけるべきであったように思うことを指摘すると「またあの人とケンカになると思って(女性スタッフと話をしていた他利用者様と以前トラブルになった経緯有り)」と話す。スタッフは利用者様全員の対応、プログラム運営等様々な業務がありスタッフを独占しての対応を求めることは出来ないことを伝えている。また、担当スタッフを指名して選ぶことは出来ないことを改めて伝えている。穏やかに終話するもののその数十分後にはメールにて「独占って言ってみんな意地悪してくる。話相手が欲しいだけだ。独占してるのは○○と◎◎だろ！」等と怒り口調で他利用者様を名指しで不満を表現している。その後も同様の電話、メールが繰り返されている。
・村上　綾子様～ID：9959　青南病院北病棟入院中　診断名：アルコール依存症　主治医：小栁Dr．年齢：56歳　女性 　　

SWより連絡、10/31退院予定。体験はもう不要との事で月・木DC利用希望あり。11/6（木）より利用開始で、家族送迎で通所予定。　　

ショートケア

・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア

・特記する利用者様はおりません。
〈青明舎・グルホ状態〉
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